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日本南極地域観測隊 越冬隊（昭和基地）に参加



AS17-148-22727 (7 December 1972)



昭和基地

ドームふじ基地



昭和基地

ドームふじ基地

日本の約３７倍の大きさ



ドームC基地(仏、伊）
70-80万年(3200m)

ボストーク基地（露）
42万年(3650m) ドームふじ基地（標高３８１０ｍ）

80万年以上(2503mで32万年)

コーネン基地(独)

約50万年(1564mで5万年、
今期2000m突破）

ノイマイヤー基地(独)

ノボラザレフスカヤ基地(露)

昭和基地
S17/S16

みずほ基地
あすか基地

中継拠点
ARP1

ケープタウン(南ア)

昭和基地とドームふじ基地

南極観測船「しらせ」

IL-76

Dornier Polar 4



南極大陸は氷の大陸
平均氷厚：2,450 m

平均標高：2,300 m



昭和基地（６９Ｓ，３９Ｅ）



昭和基地



ドームふじ基地



第４４次日本南極地域観測隊 隊員構成

越冬隊：４４名

◎昭和基地：３６名
（隊長１、観測１２、設営１９、同行者４）

◎ドームふじ基地：８名

（隊長１、観測４、設営３）

夏隊：２３名

（隊長１、観測１０、設営６、同行者６）

男性６５名、女性２名

最年少：２２才 最年長：５５才 平均年齢：３８.５才

The 44th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-44)



第４４次南極観測隊 観測系隊員の構成

越冬隊：

◎昭和基地：１２名

電離層１、気象４、宙空３、気水圏２、地学２

◎ドームふじ基地：４名

気象１、宙空１、気水圏２

夏隊：１１名

海洋物理１、海洋化学１、測地１、宙空３、

地学４、生物１



第４４次南極観測隊 設営系隊員の構成

越冬隊

◎昭和基地：２３名

機械６、通信２、調理２、医療１、環境保全１、

航空３、多目的アンテナ１、伝送技術１、

フィールドアシスタント１、庶務１、ＮＨＫ４

◎ドームふじ基地：４名

機械２、調理１、医療１（兼隊長）

夏隊：６名

建築３、環境保全１、輸送１、庶務１



３月上旬 冬季訓練（於　乗鞍）
身体検査

１ ６月中旬 南極観測推進統合本部総会　　隊員正式決定
６月下旬 夏季訓練（於　菅平）

年 ７月　１日 隊員室開（国立極地研究所）
　　　物資の調達、梱包

次 　　　各種の訓練、研修

１０月下旬 しらせへの物資の積み込み
１１月１４日 しらせ出港（晴海ふ頭）
１１月２８日 南極観測隊出発（成田空港）

フリーマントル（オーストラリア）でしらせに乗船

１２月中旬 しらせから昭和基地に第１便
観測隊基地入り　　観測、設営業務の引継ぎ、夏作業　野外観測
しらせ昭和基地接岸

２月　１日 越冬交代　　　越冬観測開始
２月中旬 しらせ昭和基地出発

２ ２月２０日 越冬成立

年 ５月下旬 極夜始まる　約４５日
６月２２日 ミッドウインターデイ　　ミッドウインター祭

次 ７月中旬 極夜終了
８月 厳冬期

内陸旅行、沿岸旅行などの野外活動活発化
１２月 次隊、しらせ迎え準備、夏作業
１２月中旬 しらせから第１便到着

次隊基地入り　観測、設営業務の引継ぎ
しらせ昭和基地接岸　持ち帰り物資、廃棄物輸送

３ ２月１日 越冬交代　越冬観測終了
２月中旬 しらせ昭和基地出発

年
３月下旬 しらせシドニー到着　観測隊は空路帰国（成田空港）

次
４月１３日 しらせ帰国（晴海ふ頭）

観
測
隊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



冬訓練

３月上旬、５日間

乗鞍高原



夏訓練

６月下旬、５日間

菅平高原



輸送物資の

「しらせ」への

積込み



昭和基地

フリーマントル
(11/29-12/3)

シドニー
(3/21-3/29)

東京(11/14)
(11/28)

(3/29)

しらせ
航空路

昭和基地
(12/17- 2/1)



うねる40度、叫ぶ50度、吠える60度



氷海から定着氷へ



昭和基地での夏作業

物資輸送、建築



４４次隊夏の建築作業の目玉

ＮＨＫハイビジョン放送センター建築



昭和基地での夏期間の観測

大気球実験



夏期間の沿岸調査・観測



ドームふじ基地への物資の輸送



ドームふじ基地への物資の輸送



ドームふじ基地への物資の輸送





沈まぬ太陽



絹雲どこまでも広い空と

いつまでも見飽きない雲







レンズ雲



午後４時
午後５時午後６時



２月１日 越冬交代



２月中旬

夏隊の帰還



越冬観測の始まり

●気象（地上、高層）

●電離層

●人工衛星（雲・海氷）

●大気組成・環境変動

●地震・重力・大陸移動

●オーロラ・磁場・電場



越冬生活の始まり

航空 通信 車両

環境
保全

庶務

調理医療 機械

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ｱｼｽﾀﾝﾄ

当直

消防
訓練

水
確保



新聞も創刊

生活係の始まり



生活係

■新聞 ■バー

■農協 ■漁協

■ソフトクリーム ■アマチュア無線

■ミシン ■ＡＶ

■映画 ■工房

■レクリエーション ■理髪

■コピー ■ビール工場

■アルバム・暗室 ■図書・地図・教養

■ホームページ



様々な企画の

始まり



様々な会議の始まり



ＮＨＫ中継
の始まり



オーロラ観測の始まり





日照時間の移り変わり
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2003年2月～2004年1月

日
照
時
間
（
時
間
）

旬合計日照時間44次

旬合計日照時間平年値

極夜

5/31～7/14

1ヶ月半
白夜

11/23～1/21

約２ヶ月



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 TD

Feb ● ● ● ● ● 5

Mar ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 18

Apr ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 15

May ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13

Jun ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 13

Jul ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 17

Aug ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 19

Sep ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 20

Oct ● ● ● ● ● ● ● ● 8

Σ 128

Date of Auroral Observation in JARE-44 at SYOWA Station in 2003

第４４次隊 オーロラ観測日



太陽黒点数の変化

（１１年周期）

２００３年は

減衰期

２００３年は太陽活動の減衰期



カーテン状



アーク（弓状）



バンド（帯状）



コロナ状



コロナ状



渦状



渦状



オーロラ ： ローマ神話、夜明けを告げる女神

オーロラの名付け親：ガリレオ・ガリレイ（1607

年）？



地球の磁場と磁力線



オーロラ： 上空の大気の発光現象

昭和基地



オーロラ光の波長（Å）

赤緑青紫

オーロラの色々な色



太陽風 オーロラ粒子 地球磁気圏

オーロラ粒子の源は、地球の周りのプラズマ



地磁気の座標とオーロラ帯

オーロラ帯

昭和基地

ドーム基地



人工衛星から見たオーロラ

データ： DE衛星紫外線カメ
ラ

オーロラオーバル（卵型）



オーロラ帯

オーロラオーバル

オーロラ帯とオーロラオーバル

昼側

夜側



オーロラオーバルと地上の視野



人工衛星から見たオーロラ嵐

データ： IMAGE衛星紫外線カメラ



太陽風 オーロラ粒子 地球磁気圏

オーロラは、地球の周りの環境の変化を映す鏡
オーロラは南北同時に現れる

昭和基地 アイスランド 共役点観測



ア
イ
ス
ラ
ン
ド

昭
和
基
地

オーロラの共役点観測
２００３年９月２６日

２２：５５：３０ＵＴ ２３：２１：４０ＵＴ ２３：２６：５０ＵＴ



気温の
うつり
変わり

最低気温

-34.0 ℃

最高気温

+6.8 ℃



Daily average T, P and WS at Dome Fuji Station by JMA
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ドームふじ基地の気象

極夜
4/28～8/17

10/24～2/17

白夜

598.4 hPa
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-53.8 ℃

最高気温

-23.5 ℃

最低気温

-79.6 ℃
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旬平均風速44次

旬平均風速平年値

風速の移り変わり



ブリザード

ランク

(級)

視程
(未満)

風速
(以上)

継続時間
(以上)

A 100m 25m/s 6時間

B 1km 15m/s 12時間

C 1km 10m/s 6時間

昭和基地での定義(16次隊(1975)～)







ブリの被害（その１）



ブリの被害（その２）



ブリの被害（その３）







オゾンホール

１９８０年代はじめに昭和基地とイギリスのハレー基地で同時に発見
７月頃からオゾン破壊開始、９月下旬に最大、１２月初めにはオゾン層は回復





オゾンホール観測
２００３年６月～１２月



オゾン

観測

結果







南極隕石

• 1969年、やまと山脈の
青氷地域で9個の隕石を
発見

• 2001年現在 16,700 個
(全重量 約1500kg) 

• 50 種類以上の南極隕石
の 中には月や火星から
の岩石も含まれる



隕石の集積機構

• 隕石は氷床上に等しく落下

• 隕石は氷の流動とともに沿岸部へ移動

• 山地の上流部の青氷（裸氷）地帯は、氷の消耗域

矢内 桂三原図矢内桂三原図



隕石のふるさと



ドームふじ基地
での氷床深層掘削



採った氷で何が分かる？



転がる太陽



野外活動の再開

スノーモービル



雪上車による野外旅行



沿岸旅行



内陸旅行



内陸旅行



氷山の氷とり



ペンギンセンサス



最初は雄が
約３週間絶食
をして卵を暖
める．．．



皇帝ペンギン来訪



アザラシの出産



雪鳥



蜃気楼



航空機オペレーション再開





氷河



しらせ氷河

１日約5.5 m動く



昭和基地での日蝕 （９７％） （11月24日）



ドームふじ基地での皆既日蝕 （11月24日）



ダイヤモンドリング

ドームふじ基地での皆既日蝕 （11月24日）



こたつに入って日蝕観測（気温-53度）



ドームふじ基地での皆既日蝕 （11月24日）



次の隊の到着



越冬の終わり

了


